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資料４

消防団名 配置の基準
現員数
(充足率)

平均年齢
女性団員
(現員割合)

学生団員
(現員割合)

協力事業所
(在席団員)

可搬ﾎﾟﾝﾌﾟ 積載車

大 森 ３００人
２２１人
(73.3％)

57.2歳
４９人
(22.2%)

４人
(1.8%)

３事業所
(４人)

２１台 ５台

田園調布 ３００人
２３８人
(79.3%)

52.7歳
５４人
(22.7%)

７人
(2.9%)

１事業所
(１人)

１８台 ７台

蒲 田 ３００人
２５５人
(85.0%)

50.5歳
７３人
(28.6%)

２０人
(7.8%)

７事業所
(１２人)

１５台 ７台

矢 口 ２７０人
２４２人
(89.6%)

52.5歳
５８人
(24.0%)

１０人
(4.1%)

８事業所
(３２人)

１６台 ６台

大田区 1,170人
９５６人
(81.9%)

53.1歳
２３４人
(24.4%)

４１人
(4.2%)

１９事業所
(４９人)

７０台 ２５台

特別区 16,000人
13,760人
(86.0%)

50.5歳
3,081人
(22.4%)

1,055人
(7.7%)

358事業所
(1,011人)

９９０台 ３１５台

大田区内消防団現勢
（令和５年１０月１日現在）
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① 消防署で行う主な教育訓練

教 育 訓 練 内 容 対 象

一 般 教 育 一般知識及び技術を習得するための教育 全団員

幹 部 教 育 班長以上の階級にある者を対象に、消防団幹部として必要な知識技術を習得するための教育 班長以上

任 務 班 別 教 育 任務班別団員に対し、当該任務を遂行するうえで必要な専門的知識及び技術を習得するための教育 全団員

新 入 団 員 教 育 新入団員に対し、団員として必要な基礎的知識及び技術を習得するための教育 新入団員

② 消防学校で行う主な教育訓練

教 育 種 別 内 容 研修期間 対 象

幹部教育

上 級 幹 部 研 修 上級幹部として必要な見識、管理・監督及び統括指揮能力の向上 半 日 団長、副団長（全員）

指 揮 幹 部 科 研 修 大規模災害時における指揮者としての職責を自覚、指揮能力の向上 ２ 日
分団長、副分団長、部長
（各団１名）

初 級 幹 部 科 研 修 初級幹部として必要な知識、部下指導及び指揮能力の向上 １ 日 班長（各団１名）

専科教育

機 関 科 研 修
可搬ポンプ積載車を運行するための緊急走行、機関運用等に必要な
知識、安全に配意した走行要領、ポンプ運用の習得

１ 日
班長以下（各団概ね１
名）

警 防 科 研 修
消火、救助及び震災時等における消防活動を行う際に必要な知識・
技術、消防署隊との連携要領の習得

１ 日 部長以下（各団１名）

特別教育 女 性 消 防 団 員 研 修 女性消防団員の活性化及び活動能力の向上等 １ 日 分団長以下（各団１名）
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③ その他の教育

研 修 、 講 習 会 名 内 容 研修期間 対 象

資格取得
講 習

応急手当指導員講習 応急手当てに関する指導技術の更なる向上 １６時間 応急手当普及員資格者

応急手当普及員講習 応急手当てに関する指導技術の向上 ２４時間 上級救命講習受講者

二級小型船舶操縦士
講 習

震災・水災等、異常出水が発生した場合、消防署隊の救命ボートと
の連携により活動を実施ため

４ 日 部長以下

第三級陸上特殊無線
技 士 養 成 課 程

電波法に定める無線従事者のための資格を取得し、消防団内の無線
取扱いの指導者を養成し、無線機の取扱いの適正化を図る

２ 日
分団長、副分団長、部長
（各団１名）

可搬ポンプ整備資格
者 特 例 講 習

可搬消防ポンプ等の点検、整備に必要な知識及び技術の習得を図る １ 日 消火班員

外部機関
研 修 等

消防大学校消防団長
科 研 修

消防団の上級幹部として必要な知識及び技術を総合的に習得し、資
質の向上を図る

５ 日 団長、副団長

日本消防協会消防団
幹 部 特 別 研 修

消防団の幹部として必要な災害対応能力の向上 ４ 日 団長、副団長

講習会等

惨事ストレス対策
団 員 養 成 講 座

凄惨な災害現場で活動した消防団員に対して、早期に惨事ストレス
の状況確認ができる団員を養成

１ 日
各分団に講習修了者を１名配
置できるよう指定

健 康 セ ミ ナ ー 健康増進に役立つ運動技術を行い、受傷事故の防止を図る 半 日 各団１名

危険予知訓練研修 消防活動の現場に潜む多種多様な危険に対する感受性を高める 半 日 副分団長、部長（各団１名）

英 会 話 技 能 講 習 外国人への対応力の向上 ６時間 各団１～２名

手 話 技 能 講 習 聴覚等障害者への対応力の向上 ８時間 各団１～２名

ﾊ ﾗ ｽ ﾒ ﾝ ﾄ 防止講習 ハラスメントのない消防団の活動環境づくり 半 日 分団長等（各団１名）
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教育訓練に活用する資料等

資 料 内 容

消防団員ハンドブック 消防団員向けのハンドブック

特別区消防団の災害活動要領 特別区消防団の災害活動の標準的な指針

特別区消防団震災時活動マニュアル 地震発生から災害対応まで消防団活動を体系的に示した、震災時の活動マニュアル

特別区消防団水災時活動マニュアル 平常時の備えから災害対応まで消防団活動を体系的に示した、水災時の活動マニュアル

特別区消防団の装備資器材取扱要領 消防団が保有する装備資機材の緒元・性能及び取扱要領

特別区消防団の安全管理ガイドライン 消防団の安全管理の着眼点や標準的な指針

消防団活動事例集 消防団の災害活動、教育訓練等についての活動事例

消防団員のためのトレーニングマニュアル 消防団活動においてケガを防止する体づくりのマニュアル

特別区消防団モバイル機器取扱マニュアル 携帯型端末装置（タブレット）等の操作及びアプリの活用要領

東京消防団e-ラーニングシステム 研修に参加する消防団員の事前学習、研修後の消防団員のフォローアップ等のオンライン教育

火災活動
火災防ぎょ訓練、筒先保持訓練、援護注水要領、高所放水要領、積載車部署要領、
現場指揮板作成要領

水防活動 水災活動訓練

安全管理 安全管理のポイント


